
.＿第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書
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注１蕨堂する□には．し印を妃入してください．特定卒業者以外の事業者の方はレヨの記入は不要です。

２「基準年度」とは計画期間の功竿度を．「目禰重慶」とは計画期間の最縛年度を、「報告二度」とは計画期ＩＩＥのうち．今匠報告の対象となる量度をいいます。

３「事粟所等排出区分ｊとは京都府内の事業所等の事粟活動のためのニネルギーの使用に伴い発生する温室効果ガスを．「輸送血同鵬自区分」とは盲動血運送事業者につb`ては使用の本拠の位伍を京都府内と
する山岡の排出する温室効果ガスを．鉄ju事藁者については偶有する貨物血珂又は旅客1,両の排出する沮室効果ガスを．「その他捗已区分」とは上記以外の京都府内における事業所等の事莱活動に倖い発生
する温室効果汀スをいいます。

４「原ｍｌ立当たりの温室効果ﾌﾟhIス排出量掠」の「寅途区分」には、○○工翔．事務所雄どの用途を記入して<ださｖ､．「原単位の指糎」には．分子の「=酸化炭秦換算」の下に分母と雄る指揮（生産散丑、廷
へ床面積．走行軍配等）を麗人してください。

５「その他の地球温覗化対筑による温室効果ガスの111域且等さのうち「巍林の保全及び整備」の￣巨裡匂貝度（藍面）」lUUには：十両顛矧中の目掴の累計を．「鍋吉隼度（夷綱）＿相には実綱の異叶を肥入してく
ださい。

５「特配事項」には、平成２年度（１９９０年度）を基準とした排出量の対比や、省エネ製品銅発駈ど他者の)且蜜効果ガス排出削減への甘献、グリーンZHi達の採用．特定フロン雄どの条例指定外の温室効果対
えの削減厳Ｅを妃入してくださ',｡．

住所（法人にあっ
ては．主たる事務
霧の所在地〉

京都府長岡京市神足焼町一番地

氏名（法人にあっ
ては．名称及び代

表者の氏名）
パナソニソク株式会社取締I役社長大坪文雄

事業者の主たる
業種 電気機械器具製造業、府内では、主に半導体素子製造業及び半導体デバイスの研究開.発

該当する卒業者
要件 厄京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号咳当ｴIF業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1.500キロリソトル以上））

Ｆ 

「

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又}ま第３号該当率業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上〆タクシー150台以上〆鉄道
車両150両以上）

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当噸業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

全社の環境行動計画ＧＰ２０１０に則りCO2排出量肖11減目標を般定、環境・労働マネジメントシステムの基本理念を尊重し、エネルギー消費効率の改善
を図り温室効果ガス排出童の削減をめざす

推進体制
･各サイトの事業場長を総責任者とする品質・環境・労働安全衛生活動推進体制の中に地球温暖化防止の組織を設遜し進捗管理する。Ｐビルにおいて
は、全国パナソニックピルＣＯ２削減推進PJメンバーにより推進する｡

環境マネジメントシステム名称 ISO14001 ISO14001 

適用範囲 半導体社（セミコンダクター社） 本社Ｒ＆Ｄ部門京阪奈地区

取得年月日 1997/11/１ 1998/8/１ 

年度ごとの具体
的な取組及び槽
回の状況

年度

20年度

21年度

22年度

設備、対象、工程等

製造、施設、事務所

製造、施設、事務所

製造、施設、事務所

措極内容

製造：工程設備集約、研究所：冷凍機を趣気式に更新、ピル・事務所：省エネチューニング等を実施

研究所：ガス吸収式の廃止、ターボ冷凍機の新設等熱源設備の更新、高効率化を推進

研究所：空調熱源機器更新による高効率化推進

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実績）
(１９）年度

(二酸化炭素換宜）

目標年度（計画）
(２２）年度

(二酸化炭累換算〉

増減率
(計画）

報告年度（実繊）

(２１）年度
(二酸化炭実換算）

増減率
(実績）

46,832.0ｔ 36,292.0ｔ -22.5髄 39.885.5し -14.8％ 

ｔ ｔ 船 ［ 雑

2,026.0ｔ 2.43AＬＯｔ 20.1乳 363.6ｔ -82.1％ 

*】48,858.0ｔ 耗弓38,726,0ｔ -20.7船 *４40,249.1ｔ -17.6％ 

熱源磯器の高効率型への更新（ガス吸収式廃止、ターボ冷凍機への更新）により空調関係エネルギーを削減。（研究所
BでH20年比▲15%）

原単位当たりの
温室効果ガス排
出壁等

用途区分 原単位の指標

製造
二酸化炭素換算

使用廷床面積（㎡）

研究所Ａ
二酸化炭素換算

使用廷床面積（㎡）

事務所
二酸化炭素換算

使用廷床面積（㎡）

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 墹滅率（諜面） 報告年度（実績） 増減率（実績）

ｑ３３瓢t-CO2/㎡ 0.2123ｔ-CO2/㎡ -37.4鴨 0.252ｔ-CO2/㎡ -25,8髄

ＬＯＯ６３t-CO2/㎡ 0.9423ｔ-CO2/㎡ -6.4鵠 LO46t-CO2/㎡ 3.9謡

0.0542t-CO2/㎡ 0.O530t-CO2/㎡ -2.3鵜 ０.O45t-CO2/㎡ -17.4％ 

期間中の目標２１％削減に対し、製造拠点集約、研究所の機能別レイアウト再編、事務所ピルのチューニング活動によ
り１８％削減と計画を達成できた。

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策輔の区分

森林の保全及び整備

府内塵の木材の利用

自然ニネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の瞬入

家庭における温室効果ガス排出
型の削減効果分の購入

削減愈等合計

目標年度（計画）

取組量等 (二酸化炭素換算〉

壁億五頓） hａ 吸奴盆 ｔ 

利用丘） ｍｏ 削滅量 ｔ 

亮電丘） kwｈ 削減丘 ｔ 

熱供給且） GＪ 削滅且 ｔ 

餌入且） kwｈ 削滅量 ｔ 

(騨入且〉 ｔ (削撰且〉 ｔ 

＊３ｔ 

報告年度（実績）

取組丑卒 (二酸化炭素換算）

壁飼面蹟） hａ 吸収量 ｔ 

利用且） ｍｂ 閂'１漣且 ｔ 

亮電且） kwｈ 削減且 ｔ 

熱供給量） GＪ 宵Ｉ城且 ｔ 

脚入且） kwｈ 同J1猿且 ｔ 

(興人量） ｔ (削滅且） ［ 

＊５ｔ 

差引排出量

(排出合計一司り滅等台叶〉

基準年度（実績）

＊１48,858.0ｔ 

目標年度（計画）

(な：)-(汀3）38,726.0ｔ

増減率（:+面）

-20.7％ 

報告年度（実績）

(叫)-い§）40.249.1ｔ

増減率（実績）

-17.6％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

･全社で、エー活動を実施（環境ボランティアへの補助金、森林への植林）、京都市の地球温暖化キャンペーンへの参加。
.①４月～10月（１回/週）会社周辺及び最寄駅（JR長岡京駅）の清掃を実施、②竹林ボランティアを4回/年実施、
③長岡京市主催の環境フェアに参画（12月）

特記事項

従来の原単位目標が当初:+画を大きく達成していることから、新たに総量での削減目標を設定。
グローバルで生産活動におけるCO2排出iikを2010年度に2000年度水準に削減することを目指します。


